
 

 
 「ラ・カンパネラ」を感動的に弾き終えた後の理沙さんは本当に力を出し尽くし息が上がった状態でし
たが、客席の皆さんもその迫力ある演奏に惹き込まれ息を止めて聴き入っている様子が良くわかりました。 
湧きあがる拍手の中、花束のプレゼントを受け取った理沙さんの笑顔は晴れやかでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プチ和歌山観光 
 

 

 
  

 
 コンサート終演後のサイン会には沢山の方が参加をされ、長い列が
出来ていました。主催者の方も「コンサートのサイン会でこんなにお
客様が並ぶことはめったにない」と驚いておられました。 
 理沙さんは一人ひとりと笑顔で言葉を交わしながら握手をしたり、
快く記念写真に応じたりと、終始にこやかに対応されていました。 

 

サイン会風景 

 

主催者・関係者の方々との記念写真 

中園ヴェングォフスカ理沙 ピアノコンサートレポート （和歌山３） 

 


